フィジー(2007年現在 83万人)

既設発電所：水力(85MW・ベース電力)とディーゼル(85MW・ベース＋ピーク電力)

既存需要：130MW

主要産業：農業・衣料・観光

簡単のため出資者を政府，直接の利害関係者を住民に限定する．

そうすることで，

政府：自国の発展，つまり経済的利益を第一とする．

住民：生活レベルの向上を第一とする．

と，単純化できる．基本的には上の2つを満たせば事業として成り立つはずだが，あまりに倫理的に問題な計画(環境を破壊するなど)は，事業を進められない可能性が高い．そこで，以下では発電所建設の影響を政府＆住民＆倫理的な観点から予測した．

発電所建設の＋要素

現状リゾートホテルや非鉄金属鉱山の開発計画が進められ，電力需要増加が見込まれる．予想ではナモシ銅金鉱山が開発されると鉱山操業に約100MWの新規電力需要が発生(政府＋)

政府は，新規ダム建設計画(40MW)や中小水力発電等も検討しており，新規発電所建設に乗り気(政府＋)

2007年失業率は8.1%と高いため，リゾート開発による雇用創出は好材料(政府＆住民＋)

フィジー経済は減速傾向のため，現政権は輸出・観光業の支援に積極的(政府＆住民＋)

発電所建設のー要素

概してリゾート開発・鉱山開発は環境破壊につながる(倫理ー)

４S建設のー要素

30年運転経過後の廃棄物の処理．陸地の少ない島嶼国での地層処分は考えにくいため，処分地に関して，別途他国との交渉が必要(政府ー)

４S建設の未確定要素

フィジー政府は将来的には，輸入化石燃料を用いた発電への依存率を減らし，再生可能エネルギー(地熱発電等)への転換を熱望．４Sの導入は化石燃料使用量の減少にはつながるが，クリーンエネルギーと位置づけるかどうかは不明．(政府？)

４Sは他の発電所と比較して，建設コストが高く，発電コストが安い傾向にある．コストの観点から優位性があるかどうかは要検討(政府？)

まとめ

環境破壊の懸念はあるものの，リゾート及び鉱山開発計画は進むと考えられるため，フィジーで新規発電所を建設する可能性はほぼ確実である．そこで4Sが選ばれるかどうかだが，結局廃棄物処分の問題が最も障害になると思われる．フィジーに限らず離島で４Sを導入することを検討するならば，この問題への対処は明確にすべきだろう．

(補足情報)

６MW級地熱発電を開発した場合，総プロジェクト費最低47億円，売電単価16セント/kWh以上が見込まれる

180MW級火力発電なら，最低190億円，売電単価15セント/kWh以上

この単価はフィジー国内の最高額13.5セント/kWhより高額

(ちなみに日本国内では石油火力の発電単価は10.0～17.3円kWh)

http://www.jogmec.go.jp/mric_web/organization/japan/g1/youyaku/fiji-infrastructure.pdf

４S炉建設コストの目標は2500ドル/kW，10MWeタイプの発電コストは5～7セント/kWh
